
 

１ 

【 
 

】
に
適
切
な
語
句
を
入
れ
、
漢
文
の
決
ま
り
を
確
か
め
よ
う
。 

 【 
 

 
 
 

 
 

】 

 
 

 

訓
点
（
送
り
仮
名
・
返
り
点
・
句
読
点
）
を
付
け
る
。 

【 
 
 

 
 
 

 

】 
 
 

 

 

 

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
文
語
文
に
書
き
改
め
る
。 

【 
 
 

 
 

 
 

】 
 
 
 

 

   

２ 

漢
詩
の
形
式
と
構
成
法
に
つ
い
て
、
空
欄
に
適
切
な
語
句
を
書
い
て
整
理
し
よ
う
。 

①
形
式 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
句
が
五
字
の
も
の
＝

 

 

 

と
い
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
句
が
七
字
の
も
の
＝

 

 

 

と
い
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

一
句
が
五
字
の
も
の
＝

 

 

 

と
い
う
。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
句
が
七
字
の
も
の
＝

 

 

 

と
い
う
。 

 

②
絶
句
の
構
成 

 
 
 
 

第
一
句
＝

 

 

 

と
い
う
。
歌
い
起
こ
す
句
で
あ
る
。 

 
 
 
 

第
二
句
＝

 

 

 

と
い
う
。
起
句
を

う承
け
て
さ
ら
に
展
開
す
る
句
で
あ
る
。 

 
 
 
 

第
三
句
＝

 

 

 

と
い
う
。
場
面
を
転
換
す
る
句
で
あ
る
。 

 
 
 
 

第
四
句
＝

 

 

 

と
い
う
。
全
体
を
締
め
く
く
る
句
で
あ
る
。 

 

１ 
 

漢
詩
の
風
景 

【
目
標
】 

・
漢
詩
の
形
式
や
種
類
を
知
ろ
う
。 

 
 

名
前 

四
句
か
ら
成
る
漢
詩
＝

 

 

 

八
句
か
ら
成
る
漢
詩
＝

 

 

 

百 

聞 

不 

如 

一 

見 
 

百  

聞 
不 

如 

一 

見  

。 

百

聞

は

一

見

に

如

か

ず

。 

ハ 

カ 二 

ニ  

レ 

一 

送
り
仮
名 

日
本
語
と
し
て
読
み
や
す
く
す

る
た
め
に
、
本
来
の
漢
文
に
は

な
い
助
詞
や
送
り
仮
名
な
ど
を

歴
史
的
仮
名
遣
い
で
、
漢
字
の

右
下
に
片
仮
名
で
記
す
。 

返
り
点 

読
む
順
序
を
示
す
記
号
で
、
漢

字
の
左
下
に
記
す
。 

レ
点…

す
ぐ
下
の
一
字
か
ら

返
っ
て
読
む
場
合
に
付
け
る
。

一
・
二
点…

二
字
以
上
を
隔

て
て
、
上
に
返
っ
て
読
む
場

合
に
付
け
る
。 

 

五
言
絶
句 

〇
〇
〇
〇
〇 

〇
〇
〇
〇
● 

〇
〇
〇
〇
〇 

〇
〇
〇
〇
● 

 

七
言
絶
句 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
● 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
● 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇 

〇
〇
〇
〇
〇
〇
● 

 

  



１ 

『
春
暁
』
は
、
ど
の
よ
う
な
漢
詩
の
形
式
だ
ろ
う
。
漢
字
４
文
字
で
答
え
よ
う
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

２  

①
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
、
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
て
、( 

)

に
書
き
込
も
う
。 

②
一
段
目
の
訓
読
文
、
二
段
目
の
書
き
下
し
文
に
当
て
は
ま
る
意
味
を
、
起
句
に
続
い
て
書
き
出
そ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

※
場
面
を
絵
に
表
そ
う
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

                  

３ 

作
者
は
ど
こ
で
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
こ
の
詩
を
よ
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。 

      

４ 

こ
の
時
間
に
学
習
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
感
想
を
書
こ
う
。 

  

  ２ 

漢
詩
の
風
景 

【
目
標
】 

・
孟
浩
然
「
春
暁
」
を
読
み
解
こ
う
。 

 
 

名
前 

 
 

 
 

花 

落 

知 

多 

少 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夜 

来 

風 

雨 

声 

処 

処 

聞 

啼 

鳥 

 

春 

眠 

不 

覚 

暁 

花
落
つ
る
こ
と 

知
る
多
少 

夜
来
風
雨
の
声 

処
処
啼
鳥

て
い
て
う

を
聞
く 

春
眠
暁
を
覚
え
ず 

結  

転  

承 起 

春
の
眠
り
は
心
地
が
よ
く
、 

夜
が
明
け
る
の
も 

 
 

 
 

気
づ
か
な
い
ほ
ど
で
す
。 

     

ヲ ヲ 

エ 

  
 

 

春
し
ゆ
ん

暁げ
う 

 

孟ま
う

浩
然

か
う
ね
ん 

 

レ 

レ 

ず 

二 

一 

ノ 

ツ
ル
コ
ト 

ル 

（ 
 

 
 
 

） 

（ 
 
 
 
 

） 

（ 
 

 
 

 
 
 

） 

 

作
者
名( 

 
 
 
 
 
 
) 

 



１ 

『
絶
句
』
は
、
ど
の
よ
う
な
漢
詩
の
形
式
だ
ろ
う
。
漢
字
４
文
字
で
答
え
よ
う
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

２  

一
段
目
の
訓
読
文
、
二
段
目
の
書
き
下
し
文
に
当
て
は
ま
る
意
味
を
、
起
句
に
続
い
て
書
き
出
そ
う
。 

  

        
 

 

  
 

 

     

３ 

起
句
と
承
句
は
（ 

 
 
 
 

）
に
な
っ
て
お
り
、
豊
か
な
色
彩
を
表
し
て
い
る
。 

 
 
 

に
色
を
表
す
漢
字
を
、
漢
詩
の
中
か
ら
書
き
抜
こ
う
。 

 
  

起
句 

 

江
の 

 

（ 
 
 

色
） 
 

 

鳥
の 

  

承
句 

 

山
の 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

花
の 

 

（ 
 

 

色
） 

 
 

 

４ 

作
者
は
ど
こ
で
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
こ
の
詩
を
よ
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。 

     

５ 

こ
の
時
間
に
学
習
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
感
想
を
書
こ
う
。 

 

３ 

漢
詩
の
風
景 

【
目
標
】 

・
杜
甫
「
絶
句
」
を
読
み
解
こ
う
。 

 
 

名
前 

何 

日 

是 

帰 

年 

今 

春 

看 

又 

過 

山 

青 

花 

欲 

然 

 

江 

碧 

鳥 

逾 

白 

何
れ
の
日
か
是
れ
帰
年
な
ら
ん 

今
春
看
す
又
過
ぐ 

山
は
青
く
し
て
花
は
然
え
ん
と
欲
す 

江
は
碧
に
し
て
鳥
は

逾
い
よ
い

よ
白
く 

結  
転  

承 起 

長

江

の

水

は

深

い

み

ど

り

色

に
澄
み
、
そ
の
色
を
背
景
に
鳥
た
ち

は
よ
り
い
っ
そ
う
白
く
見
え
ま
す
。 

  
 

絶
句 

 

杜 と

甫 ほ 

 

作
者
名( 

 
 
 
 
 
 
) 

  

ニ
シ
テ 

ハ 

ヨ 

ク 

ハ 

レ 

ス 

グ 

レ
ノ 

レ 

ハ 

ク
シ
テ 

ハ 

ス 

エ
ン
ト 

カ 

ナ
ラ
ン 

 

 
 

 
 

 

３
の
場
面
を
絵
に
表
そ
う
。 



１ 

『
黄
鶴
楼…
』
は
ど
の
よ
う
な
漢
詩
の
形
式
だ
ろ
う
。
漢
字
４
文
字
で
答
え
よ
う
。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

２  

①
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
、
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
て
、( 

)

に
書
き
込
も
う
。 

②
一
段
目
の
訓
読
文
、
二
段
目
の
書
き
下
し
文
に
当
て
は
ま
る
意
味
を
、
起
句
に
続
い
て
書
き
出
そ
う
。 

           
 

          

３ 

作
者
は
ど
こ
で
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
こ
の
詩
を
よ
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。 

      

４ 

こ
の
時
間
に
学
習
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
感
想
を
書
こ
う
。 

  

４ 

漢
詩
の
風
景 

【
目
標
】 

・
李
白
「
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之
く
を
送
る
」 

 
 
 
 
 
 

を
読
み
解
こ
う
。 

 
 

名
前 

唯 

見 

長 

江 

天 

際 

流 

孤 

帆 

遠 

影 

碧 

空 

尽 

煙 

花 

三 

月 

下 

揚 

州 

 

故 

人 

西 

辞 

黄 

鶴 

楼 

唯
だ
見
る
長

江

ち
や
う
か
う

の
天
際
に
流
る
る
を 

弧
帆
の
遠
影
碧
空

へ
き
く
う

に
尽
き 

煙
花
三
月
揚
州

や
う
し
う

に
下
る 

故
人
西
の
か
た
黄
鶴
楼
を
辞
し 

結  

転  

承 起 

友
は
西
に
あ
る
こ
の

黄
鶴
楼
に
別
れ
を
告
げ
て 

に
て 

に
て 

に
て 

に
て 

 

黄
鶴
楼

く
わ
う
か
く
ろ
う

に
て
孟 も

う

浩
然

か
う
ね
ん

の
広

陵

く
わ
う
り
よ
う

に
之 ゆ

く
を
送
る 

李 り

白 は
く 

 

 

一 

ニ 

ノ
カ
タ 

シ 

ヲ 

二 

一 

ノ 

ル
ル
ヲ 

ル 

（ 
 
 
 
 

） 

（ 
 
 
 

 
 
 

 

） 

（ 
 

 
 

 
 
 

 

） （ 
 

 
 

 
 
 

 

） 

ル 

ニ 

ニ 

キ 

ダ 

ノ 

（ 
 
 
 
 
 

） 

  
 

 

作
者
名( 

 
 
 
 
 
 
)
  

 

漢
詩
の
場
面
を
絵
に
表
そ
う
。 

ニ 



１ 

①
三
編
の
漢
詩
の
白
文
に
、
返
り
点
や
送
り
仮
名
を
付
け
、
訓
読
文
を
作
ろ
う
。 

 
 

②
訓
点
に
従
っ
て
、
正
確
に
訓
読
し
よ
う
。 

 
 

③
漢
詩
特
有
の
言
葉
遣
い
や
リ
ズ
ム
を
意
識
し
て
、
繰
り
返
し
練
習
し
よ
う
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

                  

２ 

三
編
の
漢
詩
の
中
か
ら
一
編
を
選
び
、
自
分
の
気
持
ち
や
価
値
観
と
重
な
る
表
現
や
句
を
抜
き
出
し
、 

そ
の
理
由
を
書
こ
う
。 

 

３ 

自
分
の
体
験
と
重
ね
な
が
ら
、
今
も
昔
も
、
共
通
し
て
い
る
思
い
を
書
き
表
そ
う
。 

 

５ 

漢
詩
の
風
景 

【
目
標
】 

・
情
景
や
心
情
を
捉
え
な
が
ら
、
白
文
を
訓
読
し
よ
う
。 

 
 

名
前 

題
名
「 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

」 

好
き
な
詩
や
句
の
表
現 

 

選
ん
だ
理
由 

 

  
 

 

春
暁 

 
 

孟
浩
然 

  

春 

眠 

不 

覚 

暁 

   
 

処 

処 

聞 

啼 

鳥 

    

夜 

来 

風 

雨 

声 

    

花 

落 

知 

多 

少 

 

絶
句 

 
 

杜
甫 

  

江 

碧 

鳥 
逾 

白 

  

山 

青 

花 

欲 

然 

  

今 

春 

看 

又 

過 

  

何 

日 

是 

帰 

年 

 

 

黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の 

広
陵
に
之
く
を
送
る 

 

李
白 

  

故 

人 

西 

辞 

黄 

鶴 

楼 

  

煙 

花 

三 

月 

下 

揚 

州 

  
孤 

帆 

遠 

影 

碧 

空 

尽 

  

唯 

見 
長 

江 

天 

際 

流 

 

 

 


